
 

 

申 請 事 業 名  境川の道正山河畔林整備事業 【№１】

申 請 団 体  境川の道正山河畔林を守る会 

事 業 目 的 等 
荒れた状態となっている道正山斜面を整備し、昔ながらの豊かな自然林に戻すことによ

り、環境美化、環境保全意識を高め、緑豊かな自然林を次世代に引き継ぐ。 

交 付 決 定 日 平成２２年 ６月３０日 

交 付 決 定 金 額 40,000 円 （全体事業費 40,362 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 
・ 毎月第１土曜日道正山斜面を自然林に戻すための作業を行った。 
・ 相模原市環境情報センター主催による環境まつりに参加した。 
・ 第１０回境川クリーンアップ作戦に参加して上流小山橋から下流西田橋までを担当し

た。 
 
◇自己評価 
・ 大和市、町田市、相模原市が接する地区にある貴重な斜面林である事を多くの人に訴

えることが出来た。 
・ 道正山斜面林が、少しずつであるが、自然林の形に戻りつつあるのが実感できた。 
・ 南隣りに続く自然林の下草刈りが出来ればもっと自然林に近づくので、来年度につな

げていきたい。 
 

市 評 価 
荒れた道正山斜面を整備し、緑豊かな自然林に戻し、次世代に引き継ごうとする会の

活動は、地域の環境美化、住民の環境保全意識を高めるために効果的な事業であった。

備 考  

平平成成２２２２年年度度  大大野野南南地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名  地域の清掃・植栽を中心に環境美化活動 【№２】

申 請 団 体  特定非営利活動法人相模大野クラブ 

事 業 目 的 等 

自治会・商店会・老人会と連携した清掃・植栽の美化活動により地域の活性化を図る。 

政令指定都市移行により県から移管された行幸道路の植栽を主体とした美化活動を行

う。 

 

交 付 決 定 日 平成２２年 ６月３０日 

交 付 決 定 金 額 240,000 円 （全体事業費 356,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

・ ３，２００鉢の植栽を実施した。 

８月に１，６００鉢を植栽 

１２月に１，６００鉢を植栽 

 

◇自己評価 

・ 秋は満開であった。 

・ 夏の植栽の結果が不十分であったが、今後は、植栽の品種を増やすなど独自の栽培

計画を進めていきたい。 

市 評 価 
植栽や地域の環境美化活動を通じ、地域の活性化を図るために効果的な事業であっ

た。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名  みなみシティガイドボランティア養成事業 【№３】

申 請 団 体  相武歴史研究会 

事 業 目 的 等 

地域の歴史と文化・観光資源を知り、地域の特徴や目指す姿を再発見し、愛着を持っ

てもらうことにより、地域の活性化を図る。 

大野南地区を中心とした旧石器・縄文時代、中世・近世・近代に至る文化遺産、現代の

様々な文化・教育・産業施設等を広く市民に案内できる担い手の育成を図る。 

交 付 決 定 日 平成２２年 ６月３０日 

交 付 決 定 金 額 292,000 円 （全体事業費 304,684 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

・ 説明会・養成講座ガイダンスの実施 

・ 研修会、史跡めぐり、講演会の実施（全 9 回） 

 

◇自己評価 

・ 大野南地区に歴史遺産が豊富に存在することが実証できた。 

・ 地域の歴史遺産や文化資産に興味を持つ大野南地区の市民など広範な市民の参加

を得て精力的に実施できた。 

・ 地域の活性化に充分な成果が得られたものと考える。 

市 評 価 

地域住民が地域の歴史・文化・観光資源を知り、後世に伝えていくガイドボランティアを

養成していくことは、地域の文化・伝統の振興、地域の担い手育成に効果的な事業であっ

た。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名  自治会加入促進事業 【№４】

申 請 団 体  自治会法人中和田自治会 

事 業 目 的 等 
新しい自治会活動を発見し、その内容を広く周知することにより、自治会加入率の向

上、地域活動やボランティア参加者の増加を図る。 

交 付 決 定 日 平成２２年 ８月３１日 

交 付 決 定 金 額 198,000 円 （全体事業費 242,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

・ 加入促進パンフレットの作成 

・ 自治会活性化セミナーの実施（約１００人の参加者） 

 

◇自己評価 

・ 東日本大震災で地域の絆の大切さが再認識され、パンフレットの内容と自治会加入促

進の取組みがうまくリンクできた。 

・ パンフレットは新聞に取り上げられるなどインパクトが強かった。 

市 評 価 

地域コミュニティが希薄になっていると言われている中で、地域住民が組織する自治会

がその意義や役割について勉強し、未加入者に説得できる知識を身につけ、加入促進活

動を行うことは重要であり、地域コミュニティの醸成を図るために効果的な事業となってい

る。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名  ＪＲ町田駅南口の風紀を後戻りさせない市民活動 【№５】

申 請 団 体  ＪＲ町田駅南口を明るく犯罪のない街にする連絡調整会 

事 業 目 的 等 
一般市民が安心して利用できる地域とするとともに、この地域での活動を通じて、大野

南地区全体の防犯啓発活動を推進する。 

交 付 決 定 日 平成２２年 ８月３１日 

交 付 決 定 金 額 180,000 円 （全体事業費 180,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

・ ＪＲ町田駅南口の風紀を後戻りさせない市民運動を展開 

・ 市民への啓発用チラシの作成を行った。 

・ 年末の１２月２５日には町田・相模原の連携のもと、市民、町田警察署・相模原南警察

署の合同による防犯パトロールを実施。 

・ 大野南地区自治会連合会の各自治会にチラシを各戸配布し、防犯意識の向上を図っ

た。 

 

◇自己評価 

・ この事業を契機に多くの市民が、ＪＲ町田駅南口のこれまでの実態を知り、「今の状態

から後戻りさせない」ための活動に対して理解が得られたと思う。 

市 評 価 
良好な地域の風紀を維持するため、防犯啓発活動を継続的に実施していくことは、地

域の安全・安心なまちづくりに寄与するものである。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名  第１回相模大野かぼちゃまつり 【№６】

申 請 団 体  相模大野かぼちゃまつり実行委員会 

事 業 目 的 等 

相模大野の秋のイベント「ハロウィンフェスティバル」と協同して実施することにより、地

域に根付き長く愛されるイベントとして、特色ある相模大野を創造するとともに、地域の活

性化を図る。 

交 付 決 定 日 平成２２年 ９月１７日 

交 付 決 定 金 額 300,000 円 （全体事業費 1,393,485 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

・ ステージイベント（パンプキンパイ大食いコンテスト、ハロウィンベストドレッサー等）の開

 催 

・ 屋台村（地域店舗・企業約２０団体）の展開 

・ 体験コーナー（スポーツイベント、ハロウィンワークショップ等） 

・ フリーマーケット（約４０団体） 

 

◇自己評価 

・ 初めてのイベントであったが、約２０，０００名の市民に訪れてもらえた。 

・ 参加団体や市民からも新たな秋のイベントとして第２回以降の開催を期待される声を

多く頂くなど地域活性化の一助となったと考える。 

市 評 価 
地域の活性化には商業の活性化が不可欠であり、本件のように地域の団体がイベント

を開催し、多くの観客を動員することは商業及び地域の活性化を図るために効果的な事
業となっている。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名  自治会加入促進事業 【№７】

申 請 団 体  パークスクエア相模大野自治会 

事 業 目 的 等 

各種活動を通じ、マンション住民に対し自治会活動の重要性についての理解を深めて

もらうとともに、日常生活に身近な存在として認識してもらうことにより、自治会加入世帯

数の増加を図り、地域力の向上を目的とする。 

交 付 決 定 日 平成２２年１２月 １日 

交 付 決 定 金 額 291,000 円 （全体事業費 460,780 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

・ イベントの実施： 

 １２月クリスマスコンサート（９０名以上が参加） 

１月もちつき大会（２日間で４００名が参加） 

２月バレンタインクッキング・珈琲教室 

・ 加入促進活動： 

自治会加入案内をカウンターに備え置き、自治会への理解を図った。 

３月に小冊子“自治会の役割と必要性”「保存版」を全戸に配布。 

自治会加入を促すため毎月ウォーキングの会開催。 

 

◇自己評価 

・ イベントへの関心が高く、特に若い親子間の交流・親交が広まった。 

・ 掲示板・回覧板による情報提供に対して関心が高くなった。 

・ 小冊子“自治会の役割と必要性”「保存版」を全戸に配布以来、自治会とはどういう組

織かの理解が深まってきた。配布後１週間で１４件の新規会員の加入があった。自治

会発足以来２９世帯３３％の増加だった。 

市 評 価 

地域コミュニティが希薄になっていると言われている中で、マンション居住者が自治会を

設立し、自治会活動の重要性について理解を深め、加入世帯数の増加、組織の増強を図

ることは極めて重要である。事業の実施により加入者数の増加やイベント参加会員の交

流など、地域住民の福祉の向上、地域コミュニティの醸成を図るために効果的な事業とな

っている。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名  自由あそびの為の森公園の遊具ネットの付け替え事業 【№８】

申 請 団 体  森公園自由あそびの会 

事 業 目 的 等 

子どもたちの自由な遊びや冒険の場である旭森公園に設置している遊具ネットの老朽

化に伴う交換や新たなロープの設置により、遊具の安全性向上と充実を図り、子どもたち

の健全育成に寄与する。 

交 付 決 定 日 平成２２年１２月 １日 

交 付 決 定 金 額 238,000 円 （全体事業費 238,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

・ 遊具ネットの架け替え 

公園内の木々を利用したロープ遊びやブランコ遊び等の遊びの幅が広がった。 

活動の日を利用して、地域の大人のボランティアや遊びに来た子供たちと共にハン

モックの設置を行ったことにより、より自分たちのための遊具という意識も高まった。 

ハンモックはとても人気のある遊具の為、老朽化が激しかったが、このたび架け替え

たことにより、網目の大きさも小さくなり安全性の面も向上し、またより小さな子どもたち

も遊びやすい環境になった。 

 

◇自己評価 

・ 固定した参加者も見られるようになってきた。 

・ 当時ハンモックをロープから製作した子どもたちや、親子で毎回活動に参加してくれる

ようになった方々も一緒に今回のハンモックの設置に関わり、自分たちの地域の公園・

自分たちの遊具という親しみもわいたのではなかろうか。 

市 評 価 

公園の樹木を残し、既製の遊具は置かず子どもたちの自由な遊びを確保し、地域の大

人と子どもたちのワークショップの中で遊具を設置し、子どもたちの遊びの幅を拡げ、愛着

のある公園にしようとする本事業は、相模原市次世代育成支援行動計画に合致するもの

であり、子どもたちの健全育成に寄与するものである。 

備 考  



 

 

申 請 事 業 名  大野南地区魅力発信ホームページ作成事業 【№９】

申 請 団 体  相模大野駅周辺商店会連合会 

事 業 目 的 等 

ホームページを活用して、大野南地区の魅力や地域情報を発信することにより、地区を

訪れる人、地区で活動する人、地区で生活する人の利便性を高め、自分たちの町に誇り

と愛着を持ってもらうことにより、地域の活性化を図る。 

交 付 決 定 日 平成２２年１２月 １日 

交 付 決 定 金 額 350,000 円 （全体事業費 500,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

・ より広域的で消費者の利便性の高い情報の提供を行なうためホームページを刷新し

た。 

・ 自治会、地元サークル、医療・福祉などへの周知及び掲載情報の収集など、地域団体

との連携による情報発信を行なった。 

 

◇自己評価 

・ リニューアルにより閲覧人数が飛躍的に増加した。 

リニューアル前 ３月１日～３月３１日（３１日間） 

サイト全体・ページビュー数：2,357 

トップページ・ページビュー数：1,737 

リニューアル後４月５日～５月５日（３１日間） 

サイト全体・ページビュー数：5,387 

トップページ・ページビュー数：3,247 

今後、ページ更新の体制の整備を強化したい。 

市 評 価 
商店街の情報だけでなく、自治会や地元サークルなどを巻き込み、地域の総合的な情

報発信を行うものであり、効果的な事業である。 

備 考  


